
 
 

第 193 回  学長定例記者会見 発表事項 2 

 

令和８年７月２７日 

 

 

平和への思いと知の志を未来へつなぐモニュメント「不滅の学灯」 

8 月 7 日に東千田キャンパスで除幕式を開催 
 

 

広島大学は、発祥の地である東千田キャンパスに、モニュメント「不滅の学

灯（The Inextinguishable Lamp of Learning）」を建立し、令和 8（2026）

年 8 月 7 日（金）10 時に除幕式を開催します。 

本モニュメントは、原爆の犠牲となられた前身諸学校の方々をはじめ、広島 

大学に連なる人々が受け継いできた「平和の希求」「知への探究」「社会への貢 

献」の志を象徴的に可視化し、世代を超えて継承することを目的として整備す 

るものです。被爆地・広島に生まれた大学として歩んできた歴史と理念を未来 

へつなぎ、本学に関わるすべての人々が共有する誇りと使命を次代へ伝える象 

徴として建立します。さらに、「不滅の学灯」には、広島大学の平和への思いと、 

知を探究し社会に貢献する志を未来へ受け継ぐ灯として、100 年後、その先も 

なお輝き続けてほしいとの願いを込めています。 

また、モニュメントの後方には、本事業の趣旨にご賛同いただいた同窓生や 

教職員の皆様のお名前を刻んだ縦 50 ㎜、横 15 ㎜のプレートを掲示する顕彰

掲示板を設置します。 広島大学の歩みを支えてきた多くの方々への感謝と敬意

を表すとともに、本学 に連なる人々の絆を目に見える形で後世へ伝え、未来の

世代が大学の歴史と理 念に触れる場となることを目指しています。 

報道機関の皆様におかれましては、ぜひご取材くださいますようお願いいた

します。 

 

 

■除幕式 

日時：令和 8（2026）年 8 月 7 日（金）10 時～10 時 30 分(予定） 

場所：東千田キャンパス（広島市中区東千田町一丁目 1 番 89 号） 

［添付地図参照］ 

主な内容： 

 ・学長挨拶 

 ・モニュメント概要説明 

 ・除幕 

  ・記念撮影 

 ＊会場には駐車場がございませんので、公共交通機関をご利用ください。 

 

＜概要＞ 

名称：不滅の学灯（英語名：The Inextinguishable Lamp of Learning） 

設置目的：原爆の犠牲となられた前身諸学校の方々をはじめ、広島大学に連 

   なる人々が受け継いできた「平和の希求」「知への探究」「社会へ 

の貢献」の志を象徴的に可視化し、世代を超えて継承する。 

発案：広島大学第 12 代学長 越智光夫 

設計：広島大学大学院先進理工系科学研究科 建築設計学 



 准教授 中薗哲也 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜不滅の学灯 設置イメージ 高さ約 3.5m＞ 

 
＜東千田キャンパス地図＞ 

 

 

【お問い合わせ先】 

広島大学 「不滅の学灯」 事務局 

E-mail：hirodai-gakutou@office.hiroshima-u.ac.jp 

 


